
2021年 10月 24日（43週目) 主日礼拝            「新しく作られた者である神の子ども」（Ⅱコリント 5:17-21）    

第二コリントの手紙は、未信者のように弱くなっている教会にパウロが手紙を送った内容。パウロの弱点を責めたり、福音でない間違った教えを広めていた。Ⅱコリントは、パウロ

自身を釈明するためであり、パウロの悩みの手紙であるとも言われている。教会は恵みを受ける場所で、悪魔を打ち砕く唯一の場所である。信仰生活で悪魔と戦い、悪魔に勝利を

出来るようにするべき。しかし、キリストが、サタンに勝利をしたことを逃してしまっている。私達は、教会が悪魔に勝つことを分かるべき。 

1.教会と悪魔 2.新しく作られた者 3.霊的状態とお祈り 

▲ルイスベルコフは、教会とサタンと

の戦いであると言っている。悪魔に勝

ってこそ勝利をすることが出来る。 

1)創 3:15 

(1)教会は戦う教会である。 

(2)勝利をした人は永遠の命を頂く。 

2)マタ 16:18 

(1)キリストがサタンに勝利した。 

(2)教会は必ずサタンに勝利する。 

(3)悪魔は仲たがいをさせる。 

―サタンは、牧師や聖徒の関係を 

崩す。 

3)エペソ 6:12 

(1)教会は、サタンと戦う教会。 

(2)牧師と聖徒が一つになるように。 

(3)教会に来てこそ、救いを受ける. 

(4)牧師中心になるときに御業が 

起こるようになる。 

 

▲なぜキリストは勝利をされたのに、私達はサタンに負けてしまうのか。私達が神様の契約

を固くつかまなければいけない。 

〇Ⅱコリ 5:17(だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古い 

ものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。) 

・私達は、新しく創造されたものである。 

1)創世記 1:27(神の形)⇒ヨハネ 1:12(神の子ども) 

 (1)本来の人間は神様の形として創造された。 

 (2)全ての祝福をアダムとエバに与えた。 

 (3)アダムとエバが持っていた祝福を奪われたのは、神様の形を失ってしまった。 

(4)私達を神様の子どもにして下さった。 

―最初のアダム以上の存在にして下さった。 

(5)神様をお父さんと呼ぶことが出来、キリストと兄弟となる(ローマ 8:14-15)。 

 －キリストによって全ての問題を終わらして下さった。 

(6)自分の中にキリストがいることを認めるように(Ⅱコリ 13:5) 

・キリストがいるのであれば、悪魔に負けるはずがない。 

2)創世記 2:7(いのちの息)⇒1コリ 3:16(神の神殿) 

(1)私に命の息が吹き込まれたくらいではなくて、神の神殿となり神の御霊が宿る。 

(2)悪魔に負けることはないように聖霊が共におられる。 

 (3)私の身体は神の神殿(Ⅱコリ 6:16) 

3)石の板⇒心の板に刻む(Ⅱコリ 3:3) 

(1)御言葉を石の板にではなく、人の心の板に書いて下さった。 

(2)心に神の御言葉が記録されるように。 

(3)聖霊が私の内におられることを味わうように。 

(4)御言葉の武器を持つ―御言葉を心に刻むときに勝利をする(へブル 4:12)。 

4)創世記 2:10－11 

(1)アダムとエバの時代のピション川は、金が流れているような川であった。 

 (2)神の形が無くなり、エデンの園から追放され経済的にも貧しくなった。 

 (3)しかし、私達は、神の子どもになり、経済も健康も回復されるようになった。 

5)Ⅱコリント 8:9 

(1)キリストは貧しい人間として来られた。 

(2)キリストは十字架につけられ、全ての問題を解決された。 

(3)私を神様の子どもとされた―神様の経済を回復させる為である。 

(4)経済の答えを受けるべき―献金をする人は経済の答えを受ける(Ⅱコリ 9:6-7) 

 ・私は世界で一番金持ちであるということが信じられるように。 

 

 

▲霊的な状態をよく維持をすることが出来

るように。その為に祈り、礼拝をする。 

1)創 13:18 

 (1)御言葉の流れで祈りをする。 

 (2)サタンに勝利する教会の契約を掴む。 

 (3)アブラハムは契約を与えられ、祭壇 

を築いて祈りをした。 

(4)礼拝、祈りをして信じられるように。 

(5)御言葉を掴んで祈る。 

2)Ⅱコリ 12:8-9 

 (1)パウロは病の苦しみがあった。 

 (2)パウロは祈ったが解決されなかった。 

(3)私達の問題に対して祈り続ける時に 

答えを受けることが出来る。 

―全てのことは、神様の目的がある。 

―神様の理由がわかるまで祈りをする。 

―神様の子どもであることを分かる。 

―サタンの誘惑にも負けない力を受ける 

3)1テサ 5:16-18 

(1)心と考えが全てつながっている。 

(2)喜び、感謝が出てくるまで祈る。 

(3)私達が信仰で勝利を出来るように。 

 

 

▲結論 

〇キリスト―教会－私・家・産業は繋がる 

〇教会を通して答えがくる。 

〇教会に命をかけるように。 

〇教会のための産業である。 

〇牧師に試みに陥ることがないように。 



現場地教会（2021 年 10 月 24日～2021 年 10月 31 日） 
【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

 

【メッセージ】      「新しく作られた者である神の子ども」（Ⅱコリント 5:17-21）   

  

【讃美】                 493 主イエスわれに命たまい 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

1,全聖徒が御座の祝福を味わう霊的見張り人となり、福音と祈りでミッションを掴み、日本と 237

に働く暗闇と霊的戦いができますように。 

2.全聖徒が霊的医者となり、霊的な病で死んでいく日本と 237を、御言葉と祈りで癒すことができ

ますように。 

3.全聖徒がキリストの霊的サミット大使となり、日本と 237 のサミットを原色福音で生かして育て、

キリストの福音を伝えることによって、日本をキリスト教国家にできますように。 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 

福音宣教教会 

祈り題 

 

 

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27) 

2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17) 

3. レムナント(イザヤ 6:13) 

4. 癒し(使徒 19:8－20) 

5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23) 

6. 200 都市(創世記 41:36－38) 

7. 1000 大学(使徒 19:9－10) 

8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3) 

9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3) 

10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237) 

11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10) 

12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8) 

 
 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

 

 

 

お知らせ 

 

 

1.東北地域教会設立感謝礼拝 11/3(水･祝) 

 会場:盛岡教会 

2.日本青年修練会 11/3(水･祝)10:00-18:30 

3.サミットスクール野外訓練 10 月 29 日 

 

 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

  


